
国際バカロレアに関する
国内推進体制の整備事業
シンポジウム２０１８

 

第１回 

【会場】文部科学省３階講堂（東京メトロ虎ノ門駅11番出口直結）
※アクセス：文部科学省講堂専用入り口（庁舎２階共有ロビー傍ローソン側）よりご入構ください。

入構の際は、開催通知（本チラシ、HP、E-mailの該当頁）または身分証明書をご提示ください。

文部科学省庁舎は、当日、タクシーの乗り入れができませんので、公共交通機関をご利用ください。

アクセスマップ：https://ibconsortium.mext.go.jp/symposium/

 

【対象者】国際バカロレア教育に関心を持つ学校・大学関係者、

教育委員会、自治体、生徒、保護者等。 

【参加申込】事前申込制（参加費無料）

文部科学省IB教育推進コンソーシアムホームページより参加登録ください▼

主催・運営：アオバジャパン・インターナショナルスクール

後援：国際バカロレア機構

 

テーマ 

「「日本におけるIB教育普及・促進に向けて」

ホームページ:ibconsortium.mext.go.jp

文部科学省委託事業
文部科学省IB教育推進コンソーシアム
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坪谷ニュウエル郁子氏

 

 

 

  

  

開会 の挨 拶  

13:00-13:05 文部科学省

13:05-13:10 文部科学省IB教育推進コンソーシアム事務局

13:10-13:15 アシッシュトリヴェティ氏(IB機構、IBワールド

               スクール部門ヘッド、DLDPプロジェクト・リード)

              

【プロフィール】

国際バカロレア日本大使。

内閣官房 教育再生実行アドバイザー/教育再生

実行会議 技術革新ワーキンググループ有識者。

学校法人東京インターナショナルスクール理事長。

UWC日本協会専務理事。

イリノイ州立西イリノイ大学国際学生科卒。

早稲田大学人間科学部卒。

   

 

問合せ先
アオバジャパン 

インターナショナルスクール内

第1部 ： 基調講演　(13:20-14:30)

第２部 ： IB導入の事例紹介
 

      

   

14:40-15:00　「高知県におけるIB導入に向けて(高知国際中学校・高等学校)」

  　　 高知県立高知西高等学校副校長・高野 和幸 氏

15:00-15:20　「自治体主導によるグローバル教育の取り組み」

   太田市長・清水聖義 氏

15:20-15:30　 質疑・応答

第３部 ： IB修了生・保護者・教師によるパネルディスカッション

16:00-16:10　コンソーシアムICTプラットフォーム(AirCampus)の紹介  

16:10-17:00  IB教育の修了者、保護者、教員がIB教育を熱く語る

   　 特別セッション

17:30-18:30　ご参加者の情報交換会　　　　

文部科学省IB教育推進

コンソーシアム事務局

TEL:070-4448-1404
(電話受付時間10:00-17:00)

猪塚武氏

【プロフィール】

キリロム工科大学学長。

IB校生の子供３人を持つ父親。

Entrepreneurs’Organization元日本支部会長、

元アジア理事。

一般社団法人WAOJE代表理事。

早稲田大学理工学部卒。

東京工業大学地球物理学修士課程修了。

※ 開催内容は一部変更される場合がありますのでご了承ください。

（詳細は別途ご案内）

E-mail:consortium.info@aobajapan.jp

ホームページURL:ibconsortium.mext.go.jp
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星野あゆみ氏

【プロフィール】

IBアジア太平洋地域日本担当開発マネージャー。

日本における国際バカロレア（IB)教育の専門家。

1987年より20年間国立大学附属高校で英語教員勤務。

2007年より10年間国公立初のIB認定校で中等教育

プログラム（MYP)とディプロマプログラム（DP)の

立ち上げに関わり、MYPコーディネーター、

DPコーディネーター、主幹教諭、副校長を歴任。


